
- 1 - 

審議会等の会議結果報告

１ 会議名 第７回津市景観審議会 

２ 開催日時 
平成２９年７月２８日（金） 

午後３時３０分から午後４時３０分まで 

３ 開催場所 津市本庁舎４階 庁議室 

４ 出席した者の氏名 

（津市景観審議会委員） 

赤野利彦、浅野聡、伊藤研也、今井正次、大野研、岡田博明、加藤

勇、下間淳、福岡昌子、水谷渉、宮崎重則、諸戸善昭 

（事務局） 

都市計画部長（加藤）、都市計画部次長（伊藤）、都市政策課長（別

府）、 

都市政策課都市計画・景観担当主幹（石田） 

都市政策課都市計画・景観担当副主幹（瀧本） 

都市政策課都市計画・景観担当（奥山） 

５ 内容 

１ 開会 

２ 会長及び副会長の選任 

３ 部会の運営について（部会委員の選任） 

４ 重点地区及び重点地区候補地の取組状況について 

５ その他 

６ 閉会 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

都市計画部都市政策課都市計画・景観担当 

電話番号 ０５９－２２９－３２９０ 

E-mail  229-3177@city.tsu.lg.jp 
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・議事の内容  以下のとおり

１ 開会

事務局 【開会、事務局の紹介】

事務局 本日の会議につきましては、委員１２名中１１名の委員にご出席いただ

きましたので、津市景観条例第２６条第２項の規定により過半数の出席と

認め、会議は成立しております。

次に会議の公開でございますが、津市情報公開条例第２３条の規定に基

づく不開示情報は含まれておりませんので、公開とし、傍聴を認めるとと

もに、議事録も公開といたします。なお、本日は傍聴希望者がいませんの

で、このまま会議を続けさせていただきます。

２ 会長及び副会長の選任について

事務局 それでは、次に、事項２の「会長及び副会長の選任」をご審議いただき

ます。

お手元の資料１「津市景観条例」の第２５条第１項に、「審議会に会長

及び副会長 1 人を置き、委員の互選により定める」と規定しております
が、いかが取り計らいましょうか。

委員 先ほどの説明では、委員の互選により決めるとのことでしたが、事務局

におきまして何かお考えをお持ちなのでしょうか。

事務局 それでは、事務局の考えはとのお声を頂きましたので、事務局より案を

お示しさせていただきたいと存じますが、いかがでしょうか。

委員一同 異議なし

事務局 「異議なし」とのことでございますので、事務局案を申し上げます。会

長につきましては、都市計画や景観計画が専門分野でいらっしゃいます、

浅野聡委員に、また、副会長につきましては、景観設計や環境設計を専門

分野とされていらっしゃる、大野研委員にお願いいたしたいと存じます

が、いかがでございましょうか。

委員一同 異議なし

事務局 異議なしの声をいただきましたので、会長は浅野委員に、副会長は大野

委員にお願いしたいと思います。

会長 【挨拶】

副会長 【挨拶】

事務局 津市景観条例第２６条第１項の規定に基づき、会長が議長となりますの

で、会議の進行をよろしくお願いいたします。

３ 部会の運営について（部会委員の選任）について 

議長  それでは、事項書に基づき進めてまいります。事項３の「部会の運営に

ついて」事務局の説明を求めます。 

事務局 当審議会の部会の運営についてご説明させていただきます。 

資料１の津市景観条例第２６条第４項で「審議会は所掌事項のうち特定

の事項を調査審議するため、部会を置くことができる」、続く同条第５項

で「審議会は、部会の議決をもって審議会の議決とすることができる」と

しております。 

当審議会では、これまで、部会を置き５名の委員により運営していただ

いてきました。 

お手元の資料２が部会の運営要領でございます。 

 部会では、要領第３条に規定する事項について審議いただきます。 
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 第１号は、条例第１３条第１項の規定に基づく市長の諮問を受け、審議

会が調査審議する事項です。 

 第２号は、条例第１３条第２項の規定に基づく市長の諮問を受け、審議

会が調査審議する事項です。 

 第３号は、条例第１５条の規定に基づく市長の諮問を受け、審議会が調

査審議する事項です。 

 第４号は、景観法第１６条第１項の規定に基づく届出に係る建築物又は

工作物の景観形成基準への適合等に関する事項です。 

第５号は、前各号に掲げる事項のほか、審議会の会長が必要と認める事

項となっております。 

第１号から３号は、景観法に基づく建築物等の届出制度において、津市

景観条例に規定する、勧告、変更命令の措置を命ずる場合に審議いただく

ものです。 

第４号は、景観法に基づく建築物等の届出があった場合、建築物の高さ

が３０ｍを超えるもの、建築面積が３０００㎡を超えるもの、又は重点地

区内及び景観形成地区内の建築行為について、津市景観計画に定める景観

形成基準への適合性を審議いただきます。特に重点地区内では、消火器修

景ボックスや、木製郵便受けなどまちなみ修景整備事業補助金を活用した

修景整備を伴う建築行為につきましても全て部会で審議いただきます。 

 第５号は、その他審議会の会長が部会で審議することが必要であると認

めたものを審議いただきます。 

 以上が部会の審議事項です。本日は部会の運営要領に基づき部会の委員

を選任していただきたいと思います。 

要領第４条の規定により委員は５人以内、第６条第４項の規定により、

審議会の会長と副会長は部会の委員として選任していただくことになり

ます。 

本日は、委員の選任をよろしくお願いいたします。 

 参考までに、平成２７年度及び平成２８年度に開催しました部会の開催

記録一覧を資料３として添付しております。 

議長  前期も審議会委員をしていただいた方は、景観計画の仕組みについてよ

く御存じかと思いますが、津市の景観計画の規定に基づきまして、届出が

あった案件に対して審議をする部会を設けています。景観計画に記載の大

規模建築物や、重点地区に指定されているところで、景観計画に基づき提

出された届出に関して、部会を開いて建築等専門的な審議を行っていま

す。 

 部会を構成する委員は、運営要領に従い審議会の会長である私と、大野

先生を含んで５名の専門性をもつ委員から選考されるということで、前期

の景観審議会部会も運営してきたところです。 

部会の委員にはどのような専門性が必要であると事務局はお考えです

か。 

事務局 部会では、主に、建築物等の津市景観計画に定める景観形成基準への適

合性の審議をお願いすることとなりますので、建築や色彩・デザインの専

門性が必要かと思われます。 

議長  部会では建築の図面などが出てきますので、図面を見て審査する必要が

あります。前期の部会では、建築の専門家の今井先生と、建築士会から選

出いただいている宮崎委員、色彩を専門にしていただいている岡田委員の

３人に入っていただいて部会を運営してきました。今回も、よろしければ、
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今井先生、宮崎委員、岡田先生の３名に入っていただいて合計５名で部会

を立ち上げていきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

委員一同 異議なし 

議長 審議会では、景観計画の見直し等に係る重要な案件を審議していきま

す。津市の景観計画に従って届出がありますので、届出があった時にいつ

も部会が開催され、津市の景観計画の基準に合っているかどうか図面を見

ながらチェックすることになります。 

引き続き前期と同様、私と大野副会長、今井先生、宮崎委員、岡田先生

の５名を部会委員にさせていただき、運営させていただきますのでどうぞ

よろしくお願いします。 

４ 重点地区及び重点地区候補地の取組状況について 

議長 では次に、事項４の「重点地区及び重点地区候補地の取組状況につい

て」、事務局より説明をお願いします。

事務局 それでは、重点地区及び重点地区候補地の取組状況につきまして、ご説

明させていただきます。

昨年４月１日に、本市で第１号となる重点地区に指定した一身田寺内町

地区ですが、まちなみを見守る活動や、地区住民からの相談、都市政策課

と連携した景観まちづくり活動の推進などの活動を実施している一身田

寺内町まちなみ見守り隊を中心に、積極的な景観まちづくり活動が行われ

ています。

一身田寺内町まちなみ見守り隊は、一身田寺内町観光振興懇話会長や一

身田商工会長、また自治会長などで構成しています。

去る、６月６日には、地区住民のひと工夫を発見しようと、まち歩きを

実施しました。

前回の景観審議会でも御紹介させていただきましたが、まちなみ修景整

備事業補助金を活用して作製した消火器修景ボックスが、まちのいたると

ころで見られ、風情あるまちなみを形成しています。

こちらの消火器修景ボックスは、平成２９年７月２８日現在、地区内に

１５基設置されており、今年度はさらに１０基の補助金交付申請があり、

一身田寺内町内にある消火器ボックスは、すべてこちらの木製修景カバー

で覆われることになります。

こちらの木製郵便受けは、歴史的まちなみとの調和を図ろうと、地区内

にお住まいの方からアイデアが出され、設置されたものです。

この木製郵便受けにつきましても、先ほどご紹介しました消火器修景ボ

ックスと同様、まちなみ修景整備事業補助金を活用したいとの申し出があ

りましたので、当審議会の部会に諮問し、補助金交付要件として適正か御

審議いただきました。

審議会部会の意見を踏まえた上で、適正と判断しましたので補助金の交

付対象といたしました。

現在、仲之町通りに２件設置されています。地区内の方からは、「趣が

あって良い。歴史的なまちなみと調和している」など、高い評価を受けて

います。

ほかにも、フラワーポットによる軒下の演出、すだれを利用した室外機

カバーなど、ひと工夫を発見することができました。寺内町に住む人たち

の景観に対する意識の高さが伺えます。

木製のエアコン室外機ボックスなども設置されていました。

こちらは、一身田寺内町の館に設置した、重点地区を案内する暖簾です。
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暖簾の上下には黒竹を使用し、歴史的まちなみと調和を図った意匠にしま

した。

地元の皆さんからも、高い評価をいただいており、一身田寺内町を訪れ

た方の中には、記念撮影をされる方もいらっしゃると聞いております。

こちらの暖簾については、重点地区内の希望される方にＡ３サイズのも

のを配布しており、仲之町通りの個人宅の軒先や百五銀行一身田支店様な

どに設置していただき、重点地区であることを周知しています。

一身田寺内町における重点地区指定後の取組については、これまでご説

明させていただきましたとおりです。

一身田寺内町まちなみ見守り隊との協議の中で、一身田寺内町が津市景

観計画に定める重点地区であると言うことをもっと広く周知しようとい

うことで、これまでの活動を、「一身田寺内町・景観まちづくり通信」と

してまとめ、広報津７月１日号の同時配布物で一身田地区全域に配布しま

した。配付した通信につきましては、お手元にある資料４のとおりです。

以上で、重点地区の取組状況の説明は終わります。

続きまして、重点地区候補地の取組状況について説明させていただきま

す。これまで、芸濃町楠原地区、美杉町多気地区、美杉町奥津地区、美杉

町三多気地区の４地区で、重点地区指定を目指し、地元と合意形成に向け

て協議を重ねてきましたが、現在、協議が継続しているのは美杉町の三多

気地区のみとなっております。

それでは、まず美杉町三多気地区の取組について説明させていただきま

す。

桜の名所で知られる美杉町三多気地区ですが、これまでの協議の中で

は、「高齢者が多く、新しいことは何もできない。今のままで良いのでは」

と言った意見がある一方で、「この素晴らしい景観を後世に残していくべ

きだ」と言った意見がありました。

このような状況の中、本年３月に地元三多気区主催による、ヤマザクラ

の植樹イベントが行われました。津市としましても、都市政策課の緑化推

進事業であります「緑化・美化運動」の一環として、ヤマザクラの苗を支

給し、取組活動の支援をさせていただきました。スライドの写真はその時

の様子です。

この日のイベントは、地元の方がインターネットの個人ブログで参加者

を呼びかけたこともあり、市内外からたくさんの人に集まっていただき、

三多気地区内に約４０本のヤマザクラを植えました。

また、５月には、三多気の風景を守り、育て、次世代に継承することを

目的として、地元住民が中心となって設立された「三多気の桜」景観保全

会による、ヤマザクラへの施肥イベントが行われました。

植樹の時と同様、津市としましては、「緑化・美化運動」の一環として、

化成肥料や油かすなどを支給させていただきました。

このように、様々な活動を通して、三多気地区では、景観まちづくり活

動に対する機運が高まりつつあります。

また、先月６月に三多気地区住民全員を対象に実施しました、重点地区

指定に向けた意見交換会においても、指定に向けた前向きな意見が出さ

れ、一定の方向性が見えてきたように感じます。

今後も、景観まちづくり活動を通じ、地元住民の合意形成が図れるよう

取り組んでいきたいと考えています。

続きまして芸濃町楠原地区と美杉町奥津地区です。両地区はこれまで、
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重点地区指定を目指して景観まちづくり団体や地元自治会などと、合意形

成に向け協議を重ねてまいりましたが、重点地区指定による景観まちづく

りでは、楠原地区や奥津地区の地域に応じた、柔軟な対応が難しくなるこ

とが懸念されることから、今年度に入り、景観計画に定める重点地区の指

定を目指すのではなく、地域住民が自主的に地域の実情に合った景観まち

づくりのルールを定め、地域が主体となって住民同士で協定を締結する

「自主協定」の締結を目指していくことで合意しました。

それでは、簡単ではございますが自主協定の概要について説明させてい

ただきます。

自主協定の場合、ルールの内容は地域住民が自主的に定めることとなっ

ています。策定の主体は地域住民、自治会となります。策定手続きは、住

民の話し合いにより協定の内容を決定し、住民同士で協定を締結すること

になります。合意形成は合意したエリアを協定の対象区域とし、ルール適

合の確認については、ルールの適合性についてチェックする組織を設立す

るか否かは、地域で決めることになります。強制力はありません。重点地

区との相違点として、コミュニティ活動などソフト面の協定をルールに盛

り込むことができる点が大きな違いとなっています。

資料５を御覧ください。こちらは、来年度４月の運用を目指して、現在、

楠原地区で協議中の「自主協定案」です。東京都荒川区や、宮崎県宮崎市

などの景観まちづくり協定を参考に楠原地区のまちなみ、地域に合った内

容となっています。現在、２カ月に１回程度、勉強会や意見交換会を開催

し、自主協定を作成しております。

最後になりましたが、もう一つの重点地区候補地であります美杉町多気

地区の状況につきましてご説明させていただきます。

多気地区につきましては、これまで、多気地区でまちづくり活動を実施

している各団体や、自治会等を対象に重点地区指定に向けた協議を重ねて

まいりましたが、本年６月に実施された自治会長会議において、今後は、

重点地区の指定や自主協定の締結は目指さず、現状のまちづくり活動を中

心に続けていくことが決定されました。

以上で、説明を終わります。

議長 ただいま報告していただいた内容は、昨年度まで審議会でずっと検討し

てきた内容で、津市では一身田寺内町で地元の賛同が得られて、重点地区

に指定されています。それ以外にも複数の候補地区があって、各地区に事

務局に入ってもらって協議をしていただいていました。その結果がだいた

い見えてきたということですね。もう一度話をまとめると、三多気地区は

重点地区指定に向けて動きそうということで、すごく良い知らせです。他

の候補地である多気地区は、高齢化が大変進んでいて、なかなか景観まで

は手が回らないと地元からの声があって、一旦、重点地区の候補地から外

してくださいと言うことですね。そして楠原地区と奥津地区は、重点地区

は見送るけれども、自主協定を作るのでそちらで頑張りますという方向で

話がまとまってきたということです。

ただいま事務局から重点地区候補地のその後の状況について報告があ

りましたが、委員の皆さんから御意見、御質問はありませんか。

委員 指定を受けることのリスクが、みなさん足踏みする理由なのではないで

しょうか。リスクはどのようなものがありますか。

議長  メリットとデメリットということですね。地元説明会とかでその話はた

くさん出ていると思いますが、事務局いかがですか。
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事務局  指定に伴うデメリットとしては、特にないと思います。ルールに関して

も、行政側からこのようなルールで行きましょうと提案するのではなく、

地元で話し合っていただいてルールを決めますので、ハードルが高くなる

ことはないと思います。ただ、みなさんに集まっていただき、そのような

勉強会を実施していくことが、高齢化などの理由により、特に美杉地域で

はしんどいのかなというのは思います。

委員 私は漆地区自治会の副会長をしていますが、みなさん、あまり積極的に

自治会活動に参加しません。役員がやっておけばよいといった雰囲気が美

杉地区の方ではあります。そこをコーディネートするのがひとつのキーポ

イントとなるわけですが、指定を受けてデメリットがあるとすれば網掛け

しても良いってことではないのですね。

事務局  デメリットよりメリットの方が多いと思います。地元説明会でもメリッ

トについて説明しますが、それ以前の問題がある様な気がします。

委員 なんとなくわかる気がします。ありがとうございました。

委員  多気地区では、何回くらい会議を開催されましたか。

事務局 平成２５年度に景観計画を策定してから１０回程度開催しています。多

気地区では、伊勢本街道を守る活動をしている団体や、多気地区の活性化

を目的に活動している団体など様々なまちづくり団体がありますので、各

団体とも意見交換会を行いましたが、景観まちづくり活動を行う前に、自

分たちのまちづくり活動を優先させたいと意見が多かったです。

委員 美杉地区へは農業委員会の仕事で良く行きますが、本当に良いところな

ので、ぜひとも重点地区を目指してほしいですし、あの景観は残していき

たいですよね。

事務局 景観を残す活動については、日頃の生活の中でやっているので、あえて

ルールを作って景観まちづくり活動を行わなくてもよいと言った意見を

よくいただきます。

委員 太陽光発電設備がますます増えますね。

委員  網がかかっていると、ある程度は景観保全になるし、規制もできるとい

うことなのですけどね。本当に多くなってきました。

委員 ２年前に指導したインド人留学生が美杉リゾートに就職して、美杉リゾ

ートの社長さんと一緒にインターンシップ事業を行いたいとがんばって

います。今後、美杉リゾートさんとしては外国人の観光客に来てもらおう

と思っているみたいで、そのインド人留学生も一生懸命仕事をしていま

す。後の中国人留学生や学生さんにも一度、三重県の良さを知ってもらう

ために、今年度インターンシップ事業をやってみようかなと思っていま

す。そういう意味からも古風な景観を保ちつつ、新しさを入れていく必要

があるのではないかと思いました。

議長 美杉リゾートさんが空き家とか購入してくれるといいですね。

美杉リゾートに泊まりに来たお客さんや、インターンシップで来た外国

人の方に本物の町屋を見てもらって、そこで地域の方と交流するようなこ

とができればいいですよね。

景観審議会で協力できるようなことがあれば、御相談ください。

委員 楠原地区の自主協定ですが、ひとつの対応として結構なことだと思いま

す。楠原地区でいつも感心するのは伊勢別街道沿いにはプレファブ住宅が

一つもないと言うことです。特に自主協定がなくても、自己規制としてや

っておられる結果だと思います。

この自主協定案の中で抽象的な文章があるのですが、そのような議論を
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踏まえてこの文章になっているのですか。あまり具体的に書きたくない気

持ちは分かりますが、そのような議論があった上でこの自主協定案ができ

ているのか、そのようなことがなくできているのか教えてください。

事務局 この協定案は、役員を対象にした最初の勉強会時に使用した資料となっ

ていますので、ここから具体的になっていくのか、もっと抽象的になって

いくのかわかりませんが、現在のところそこまで議論はしていません。 

委員 どのような案になるかは地域性があるので、それぞれで考えていただけ

れば良いと思いますが、いままで、自主協定がなくてもあれだけできてい

るので、多分大丈夫だと思います。 

ぜひ、そのようなことも話題にしていただければ良いと思います。 

議長  委員の質問の延長ですが、自主協定を締結すると津市との関わりはどの

ようになるのですか。縁が切れてしまうのか、それとも景観計画に関連し

て引き続き津市と関係をもってもらえるのかが重要だと思いますが。 

事務局 引き続き関係はもっていきたいと思っていますし、地元からもアドバイ

スを求められると思いますので、関わってはいきたいと思っています。 

議長 この協定の根拠は何にしますか。今、津市の景観条例等で、自主協定は

位置づけられていますか。 

事務局  位置づけていません。 

議長 景観条例の規定に基づいて、市長が認定した協定だと効力が出てきます

ので市として応援できるのですが、全く根拠がないとやがては関係が切れ

ることが危惧されます。

委員 法的な担保を取るのであれば建築協定があります。

建築協定より景観条例の方が緩いと思うので、景観条例でやっていただ

いてもよいかと思うのですが、行政的手法というか強制力があるような制

度というのはなかなかなりにくいのでしょうね。景観条例の方が緩くて自

由度が高いと思います。

議長 建築協定は更新していくのが大変だと思います。

委員 制度的には建築協定の方が、規制力が強いので良いとは思いますが。

議長  これから自主協定の在り方とかも検討していくかと思いますので、場合

によっては、津市の景観条例を改定して、自主協定をいれて、そこには最

低限引っかかるようにするとか、その辺りの検討はしていただきたいと思

います。

重点地区よりワンランク下げると言う状況は分かりました。全く根拠の

ない協定は、なにかトラブルがあった時に、我々が支援できなくなってし

まうので、そこは危惧します。地域で何か紛争が起こった時や何かあった

時には津市も協力してあげられますからね。

委員  村づくりで、白山町上ノ村などを表彰しているのですが、上ノ村は今年

から三重大学の学生が一人移住したり、三重大学の農業を応援するサーク

ルの子が行ったりしています。その学生に聞くと、彼らには関係ない土地

なのですが、上ノ村の景色が懐かしい感じがするといいます。それを守る

すべが、この景観法、景観計画にはありません。建物を守ると言うのはあ

るのですが。

 例えば、村ごとに自主協定的なものを作って、それが条例とかに位置付

けられないかなと思います。

 美杉リゾートさんは最近、グリーンツーリズムで美杉リゾートに泊まっ

て農業体験をすることをやっていて、結構お客さんが来られています。
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議長 今、委員から提案があったように、今後は農村部の景観をどうするのか

といったことが課題ですね。特に景観農振計画を農林水産省が推さないの

で、全国で策定率がすごく低いです。最初、景観法は国交省と農水省と環

境省と３つの省庁が所管でやっていくことになっていましたので、日本の

国土であればどこでもできると言う画期的な法律でした。当初は国交省だ

けが所管の景観法に行きそうだったのですが、そうすると都市部だけしか

対象とならなくなってしまうので、あとで農水省が入り、さらに環境省が

入ることによって国立公園も対象にすることができました。この３つの省

庁が土地に絡む行政の担当所管で、協力して国会に出した法律なので、制

度上は国立公園にも景観計画を作ることになりますし、農村部にも作るこ

とができる状況です。ただ、御存じの方も多いと思いますが、わかりやす

く言うと国交省が所管するエリアにかなり普及していて、農水省と環境省

が所管するエリアでは普及率が悪いです。

津市の景観計画を改定して、景観農振計画がもしできると、そこが大半

のエリアになると、いろいろとかけることができるようになります。農地

そのものの在り方や、農業の在り方などみんなで議論することができるの

で、その辺は今後の課題ですね。津市に限らず全国共通の課題だと思いま

す。

委員  景観審議会なので、ここで力説するのはいかがなものかと思い控えさせ

ていただいていたのですが、今、美杉地域の話が出ましたのであえて申し

上げます。

 前もお話させていただきましたが、現状は本当に厳しくて、農業もそう

ですが、一番ひどいのは林業です。私も今まで美杉村の時代から行政にも

携わらせていただいています。今も森林組合の中で国や県にお願いしてい

る立場です。

 多気地区の景観と言えば石造りの立派な家ですが、過去に栄えた時代の

遺物です。中世の時代からずっと残されてきた景観なのですが、なぜ今の

時代まで残ってきたかと申しますと、当時からずっと山に資産価値があり

ました。しかし、今は、林業は非常に厳しい時代です。厳しいと言うこと

は林業に従事する人が生活できない時代です。山では生活できないので、

村を去ってしまいます。特にひどい状況が続いています。なんとか木材需

要を回復したいと考えていますが、なかなか難しい。今、材価が下がり続

けており、どこまで下がるのかわかりません。私たち林業に携わる人間は、

木を植えて育てて、それを木材として利用していただく。そのためには、

立派な木を育てるため仕事をしていますが、その木が、全く売れない時代

です。なぜなら、建築工法が変わってきており、大きな工場で製造された

集成材しか使われなくなって来ています。従来の工法、建物というのは建

たなくなってきています。安い輸入材が多く使われてきた中で、急に国産

材を使えと言われても、急峻な地形に立つ国産材は単価が高くなります。

材を供給する体制が整っていないからです。いろんな機械を使って、何と

か効率が良い出し方で材を出すよう試行錯誤しています。なぜ、林業が衰

退したかというと、今まで、山で木を切って市場に出して、生活をしてき

た方が、全くいなくなりました。山で切った木を柱にして市場に出しても、

その木が売れなくなったら製材業は業として成り立たなくなります。美杉

地域で今まで、製材業を営んできた方々が、従業員も雇えなくなり廃業に

追い込まれてきています。農業も同じことが言えます。その結果が過疎化

につながっているのだと思います。先ほどの話にもありましたが、８０歳
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を超える方が自治会長をする地域になっているのです。自分の生活を守る

ことが精一杯の状況の中で、景観を守れと言ってもそれは無理な話です。

何とかしていきたいという気持ちは私の中にあるのですが、みんなで考え

ていかないといけないと思います。

 林業界としては、森と緑の県民税をいただいたり、環境税をいただいた

りしています。人工林というのは間伐しないといけません。山が荒廃しま

す。九州の大災害の現状は、記録的な雨が原因ですが、土砂災害があった

山林は杉ばかりの山でした。人工林でした。災害に強い山づくりが必要だ

と言われていますが、木材が利用されなくなったことが一番の原因です。

我々も気が付かなかったけれど、国の施策として、木を植えた後の手入れ

をどうしていくのか考えないといけないと思います。そのことも含め、景

観だけの問題ではないけれど、大きな枠で考えていかないといけないと思

います。

 美杉にたくさんの人が来てくれても、受け皿がないのです。

 地域の中で、昨年まで米を作っていた人が、損得勘定ではなく今年にな

って米作りをやめた人もいます。自分が元気なうちは米を作りたいのです

が、年を取るとともにもうできないと言うのが現状です。三多気の景観も

そうなのですが、受け手がないので維持ができません。山の管理もそうで

すが、境界が分からない山がたくさんあります。木の価値もないので、木

を切って市場に出しても、手間代の方が高くなります。立派に育てた木ほ

ど需要がない時代です。床柱を代々つなぐ文化もなくなりつつある今、大

工さんが建てる家もなくなってきました。木を切って、木を乾燥させて家

を建てる建築工法が変わってしまいました。日本全体にいえることです

が、木材需要がなくなり、その結果が今の状況だと思います。

 少し景観とはそれましたが、何とかしていかないといけないと思ってい

ます。

委員 それも景観だと思います。田舎の景観、山も景観の一つです。安濃ダム

に入ってくる流木や、土砂の量はものすごいので、九州並みの雨が降った

ら津市も大変な被害が出ると言うことは聞いたことがあります。これは、

本当は景観の問題だと思います。可能であればもっと天然林が増えていか

ないと、街も守れなくなってくるのかなと思います。

委員  今、ナラ枯れの問題がひどくなっています。木を切らないので起こる問

題なのですが、広葉樹も同じで、昔は燃料として使われていましたが、今

は全く使われなくなりました。あちらこちらでナラ枯れしている広葉樹を

見ます。

 先ほども言いましたが、山で木を切って市場に出す人がいなくなったた

め、みんな山を離れ、人がいなくなっていったのです。合わせて地域の力

もなくなってしましました。昔は、そのような業を営んで山で生活ができ

ていて、人もいましたし、地域が潤っていました。

議長 生業景観の根本的な問題ですね。

委員 今の問題に関して、農林水産省などに地域の問題として、なにか要望な

どされているのでしょうか。

議長  林業担当課はそのような要望は実施していますよね。

委員 森と緑の県民税をいただいて、整備していくことになっていますし、平

成３０年度を目標に環境税の導入も検討していただいています。これが制

度化されますと、持ち主のない山でも整備することが可能になると思いま

す。不明山林と言いますか、境界が全く分からない山が増えています。



- 11 - 

愛知県豊田市の例ですが、トヨタ自動車が防災や地域貢献の観点から、

豊田市内の山林全域を整備されています。背景には、矢作川が氾濫し、大

災害が起きないように、防災対策として森林整備を行っているようです。

三重県の場合は森林税（森と緑の県民税）をいただき整備させていただい

ています。希望を申し上げれば、山林の面積に応じて交付いただけるとあ

りがたいのですが、現状は人口割による交付となります。その辺について

は、県に要望もしていますが、教育関連費に充当したりなかなか難しい状

況です。

子供たちに、山のことを学ぶ事業にも使わせてはいただいていますが、

人口が多い市町に配当が多いと言うのが現状です。環境税につきましては

面積割で交付いただけるよう要望していきたいと思います。

大きな災害が起きないと、なかなか現実問題を理解していただけないの

で難しい問題です。

議長  景観審議会として御協力できるようなことがありましたら、委員に連絡

していただいて、みんなで検討したいと思います。

本日は重点地区及び重点地区候補地の取組状況について、報告をいただ

きましたので、引き続き楠原等の自主協定の問題、三多気地区の重点地区

に向けた協議を、事務局の方で進めていただければと思います。

５ その他 

議長 その他事項で何かあれば説明をお願いします。

事務局 景観審議会とは直接関係しないかもしれませんが、市内にはたくさんの

空き家があります。その中で平成２１年度から美杉地域で空き家情報バン

ク制度をスタートさせていただきました。これまでに多くの物件において

購入や賃貸で契約が成立してきたところです。平成２７年度に津市で実施

しました空き家の調査によりますと、美杉地域だけではなく市内全域に空

き家が広がっていることが分かりました。また、その空き家のうち７割程

度が居住・使用できる状態のものであることもわかってきました。そうい

ったものをこのまま放置しますと、どんどん朽ちていき、住める家でも住

めない状況になっていくことが考えられますので、できるだけ早い段階で

次の利用者の方に御活用いただけるようにということで、この７月から空

き家情報バンクの対象地域を市内全域に拡大しました。今は、美杉地域以

外のそういった物件の登録をしていただくように、登録の募集を行ってい

る状況です。登録申請のありました物件から順次、都市政策課の方で調査

を行いまして、登録という形になりましたら、今年の９月頃を目途に津市

ホームページ等で物件のご紹介もさせていただいて、それを見ていただい

た利用希望者に御紹介する流れとなります。

委員 空き家の相続など権利関係が解決しないために、空き家を放置せざるを

得ないケースが多いと聞きました。権利関係の解決に向けて市で協力して

いただけないでしょうか。

事務局  空き家バンクに登録いただく際には、権利・登記関係はきれいにしてか

ら登録いただくよう説明はしていますが、相続登記がされていない場合や

権利を分割して所有されている場合もありますので、そのような場合には

司法書士会さんなどと連携を取っていきたいと思います。また、９月には

第１回目の空き家の相談会を開催する予定です。この日は専門家にも来て

いただく予定をしていまして、そのような機会に先ほどお話にもありまし

た、権利の問題などを解決していただければと考えています。

議長 空き家対策の計画は策定済みですか。
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事務局 平成２９年３月に策定しまして、その計画の中で空き家情報バンクの内

容などについて記載しております。

議長 これから特定空家の認定調査なども始まってくるのですか。

事務局 そちらの調査は順次始まっていますので、今後も継続していきたいと考

えています。

議長 私も他市で関わっているのですが、相続人不明の空き家が多く本当に大

変です。

委員  自ら相談に行って、空き家をなんとかしたいと言う人は少ないです。相

続人の誰もが動かないので、結局みんなが動かなくて、そのまま放置され

る物件が結構あるように思います。

議長 先ほど、所有者が不明な山林が全国的にたくさんあると言う話がありま

したが、土地の境界があいまいになっているケースが増えているのも全国

的な問題ですね。我々の現世代の間に、この問題は解決して子供の世代に

この問題を背負わせないようにしないと、まちづくりが進まなくなりま

す。景観計画もだんだん成り立たなくなりますよね。所有者不明のまちな

みが残り、計画を作っても効力がないものになってしまいますね。

委員 土地の現状と登記上の地目が相違していることが多いと思います。利用

登録後の交渉の中で、この空き家情報バンクの情報がどこまで責任が取れ

る内容かというのは非常に難しいと思います。登録自体の信憑性を高める

ために、ある程度慎重にやっておかないと、あとでトラブルになりかねま

せんので、しっかりと確認しておくべきだと思います。

議長 登録する物件は一定の条件を満たしたものが対象になりますよね。所有

者不明の物件は登録できないことになっていると思います。登録までもっ

ていけるような物件というのは信頼ができると思いますが、問題は登録ま

でもっていけないような危険な物件が増えてきているということです。そ

れらが朽ちて倒壊していく可能性があるので、防災上の危険もあります

ね。

委員  農業委員会の現地確認に行くと、行くたびに必ず一軒ずつ空き家が増え

ていきます。ものすごく立派な家ですらそのような状況なので、なんとか

利活用してもらいたいです。

議長 景観審議会としては、重点地区指定されるようなところと、空き家情報

バンク制度がリンクするようにもっていきたいですよね。重点地区で皆さ

んのまちづくりの思い描いたところにはできるだけ空き家が利活用でき

るように応援して、このバンクの制度を活用していただいて、積極的に移

住を推奨していきたいですね。重点地区と津市の空き家情報バンクをうま

く連携させていくような仕組みを作っていただくようにお願いします。

委員 それで人気が出ると良いですね。

委員 夢みたいな話ですが、市が空き家を全部買い取って、民泊にすれば空き

家がなくなりますね。誰かがそれを活かして利益を出すことが大事です

ね。

委員 多気地区の立派な町屋は、今、高齢の方がお一人で住んでいらっしゃい

ます。一人で、このような大きな屋敷は維持管理できません。奥津地区で

も同じことが言えますが。高齢により自分の家の維持管理ができないので

す。

委員 商工会議所の立場から言いますと、この制度は宅地建物取引業協会の理

解は得られていると思うのですが、賃貸業者との整合性といいますか、理

解は得られているのでしょうか。
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事務局 このバンクを全域に広げるにあたりまして、三重県宅地建物取引業協会

さんと全日本不動産協会三重県本部さんと媒介に係る協定書を結ばせて

いただいていますので、バンクに登録をいただき交渉に入った際には、本

人同士の直接交渉となるか、間接交渉をされるのであれば三重県宅地建物

取引業協会さんと全日本不動産協会三重県本部さんどちらかの協会員さ

んに媒介に入っていただく形になります。

それと、バンクへ登録する際の条件として、一般の不動産業に流通して

いる物件は、一旦お断りをさせていただいています。重複のない物件につ

いて登録していただけるようになっています。

議長 本日は委員も新しくなって最初の審議会ということで、昨年度から継続

審議であった重点地区候補地のその後の状況について報告をさせていた

だきました。引き続き、楠原の自主協定締結と三多気地区の重点地区指定

に向けて、事務局の方で尽力していただきますので、また次回以降、適宜

審議会を開催し、その時に御意見、アドバイスをいただけたらと思います。

以上をもちまして、第７回景観審議会を閉会とします。

６ 閉会

事務局 閉会あいさつ


